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要旨 

終助詞「よ」「ね」は，聞き手から適切な発話での応答を引き出す効力 (発話連鎖効力) をもつ。「よ」で終

わる文 (「よ」文) には文脈に沿った多様な発話が続くが，「ね」で終わる文 (「ね」文) には典型的に「う

ん。」のように発話内容を容認する応答が後続する。自閉スペクトラム症 (ASD) は，対人・情緒的関係の障

害を中核症状の 1つとする発達障害である。ASD児／者の終助詞使用・理解の特徴は，定型発達児／者と異

なることが知られており，終助詞の発話連鎖効力の理解にも，自閉傾向に応じた差があると考えられる。本

研究では，『日本語日常会話コーパス』とその話者の自閉症スペクトラム指数 (AQ) 得点データを用いて，

「よ」文／「ね」文への応答のエントロピー (ばらつき，多様性) と AQ の相関を分析した。「よ」文と「ね」

文の応答のエントロピーに統計的に有意な差は見られなかったが，AQ「想像力」の得点と「ね」文への応

答のエントロピーには正の相関がみられた。自閉傾向の高い話者は，話し手が「ね」文によって発話内容を

容認する応答を期待していると予測することが少なく，「ね」文に対して非典型的な発話を返す傾向にある

と考えられる。 

 

1. はじめに 

自閉スペクトラム症 (Autism Spectrum Disorder: ASD) は，対人・情緒的関係の障害，強いこだわり等で特

徴づけられる，発達障害の 1 つである。診断基準としては，「社会的コミュニケーションおよび相互関係に

おける持続的障害」「限定された反復する様式の行動，興味，活動」などが挙げられる (米国精神医学会, 

2014)。ASD 児／者は，相手の意図を掴めない，冗談が分からないなど，日常的なコミュニケーションに困

難を抱えることがある (幕内編, 2023)。適切な支援のためには，実際の言語データから ASDの言語運用の実

態を把握する研究が不可欠である。本研究では，情動情報の伝達や話者同士の関係規定を担う文末，特に終

助詞に着目し，終助詞「よ」「ね」の付加された文に対する応答の多様性と ASD傾向の相関を分析した。 

 

1.1 ASD／ASD傾向と終助詞使用・理解 

ASD 児／者と定型発達 (Typical Development: TD) 児／者では，終助詞の使い方が異なる (佐竹・小林, 

1989; 綿巻, 1997; 加藤, 2018; Naoe et al., 2024)。1例～数例のケーススタディからは，ASD児は「ね」を産出

しないと報告されている (佐竹・小林, 1989; 綿巻, 1997)。産出実験研究からは，成人 ASD者は成人 TD者よ

りも終助詞 (特に「ね」) の産出頻度が低く，不適切な「よ」の使用頻度が高いことが示されている (Naoe et 

al., 2024)。TD者においても，ASD傾向の高さに応じて終助詞使用の特徴が異なる (Kiyama et al., 2021; 直江

ほか, 2022; 鈴木ほか, 2024)。「よ」と「ね」を対象としたコーパスの分析からは，関東出身の成人 TD男性で

は，ASD 傾向が高いほど「よ」と「ね」の使用率および「よ」の使用率が低いこと，全出身地の成人 TD 女

性では，ASD 傾向が高いほど「ね」の使用率が低いことが示されている (直江ほか, 2022)。これらの先行研

究は，自身が終助詞を産出する場合に焦点を当てたものである。しかし，終助詞運用の実態を把握するため

には，終助詞の付加された文をどう理解し，どう返答するかにも目を向ける必要がある。 

終助詞理解に関する先行研究からは，ASD者と TD者，あるいは，ASD傾向の高い話者と低い話者では，

終助詞の理解の特徴も異なることが示されている。脳波計測の実験からは，ASD 傾向の高い話者では，

B-1

－56－



ASD 傾向の低い話者に比べ，非典型的な用法の「ね」を聴いた際により強い陰性成分が惹起されることが

示されている (Kiyama et al., 2018)。これは，他者の心的状態を予測する能力の高い話者は，多様な「ね」の

用法から相手の態度を適切に知覚するのに対し，そうした能力の低い話者は，より固定的な理解をする傾向

にあるということを示唆している。実際の言語運用の中では，話し手がどのような意図をもって発話したの

かを理解するだけでなく，適切な応答をすることが求められる。そこで，本研究では終助詞のついた文に対

してどう応答するかということと，ASD傾向の関係について分析した。 

 

1.2 終助詞の発話連鎖効力 

終助詞「よ」「ね」は発話連鎖効力と呼ばれる，「聞き手に適切な発話での応答を指令する効力」をもつ 

(Saigo, 2011; 西郷, 2012)。これらの研究によれば，「ね」は聞き手との間に情意的な共通基盤を形成する目的

で，聞き手に発話内容を容認してほしい場合に用いられる。これに対して「よ」は，聞き手に発話内容に対

して文脈に沿うように新しい文で返答をしてほしい場合に用いられる。例えば，「夕方は雨が降るらしいよ。」

という文に対しては，「そうなんだ。」「じゃあ家にいよう。」など，文脈に沿った多様な応答が続く。これに

対し，「夕方は雨が降るらしいね。」に対しては，「うん。」「そうだね。」など，発話内容に同意する返答が後

続する場合が多い。これらの文は，終助詞以外の部分は同一である。つまり，「相手にどのような応答を促

すか」という機能は，文末の終助詞が担っていると言える。「よ」は，相手の応答を引き出す働き自体はも

つものの，その応答に特定のパターンは決まっておらず，文脈に沿った多様な応答が続く。これに対し，

「ね」は典型的に「うん。」「そうだね。」など，発話内容を容認する応答，特に短い「あいづち」のような

発話が後続する。このように，終助詞「よ」「ね」は互いに異なる発話連鎖効力をもつ。以降，終助詞「よ」

で終わる文を “「よ」文”，終助詞「ね」で終わる文 (「よね」で終わる文を除く) を “「ね」文” と呼ぶ。 

コーパスのデータからも，「よ」「ね」の発話連鎖効力には違いがあることが支持された。『日本語日常会

話コーパス (Corpus of Everyday Japanese Conversation: CEJC)』(Koiso et al., 2022) の 2名会話 (280会話，約 93

時間) から，「よ」「ね」で終わる発話を抽出した。その中から，発話内容に同意する応答の代表的な例とし

て，「うん」「そう」「はい」が後続する割合を図 1 に示す。これらは，「ね」の直後の短単位 (「形態論情報

付与対象外」を除く) の上位 3語，「よ」の直後の上位 7語である。「よ」で終わる発話は全 7,162例で，直後 

 図 1 「よ」「ね」の直後に「うん」「そう」「はい」が後続する例の割合 
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に「うん」が後続する例は 1,236件 (17.26%)，「そう」が後続する例は 221件 (3.09%)，「はい」が後続する例

は 144 件 (2.01%) である。これに対し，「ね」で終わる発話は全 19,885 例で，直後に「うん」が後続する例

は 4,797件 (24.12%)，「そう」が後続する例は 1,480件 (7.44%)，「はい」が後続する例は 781件 (3.93%) であ

る。「ね」が発話内容に同意する応答を引き出す割合は，「よ」に比べて高い。 

 

1.3 発話連鎖効力の理解と「予測の障害」 

ASD者，もしくは ASD傾向の高い話者は，終助詞の使用・理解の特徴が TD者あるいは ASD傾向の低い

話者と異なる。ゆえに，終助詞の発話連鎖効力の理解にも，ASD 傾向による違いが見られるのではないか

と考えられる。Sinha et al. (2014) は，ASDは「予測の障害」であるという仮説を提唱し，常同的な行動や感

覚過敏を始めとする ASD の特性の多くは，予測の障害で説明できるとしている。予測の障害とは，条件付

き確率𝑃(B|A, ∆𝑡) (事象 A を受けたとき，時間 Δt 後に状態 B となる確率) を推定する能力の欠如，つまり

「次に起こりそうなことを予測する能力」の欠如を指す。ASD 児／者は質問と応答，会話のやり取りに困

難を示すことがある (Kanner, 1943; 綿巻,1997; Adams et al., 2002; 他)。これを「予測の障害」の観点から捉え

ると，ASD 児／者は相手の発話の次に起こりそうなこと (つまり，自分に期待されている応答) を予測する

ことが少ないがゆえに，こうした困難が生じるのではないかと考えられる。したがって，ASD 傾向の高い

話者は，終助詞「よ」「ね」で文が終わった際，次にどのような応答が期待されているのかをあまり予測せ

ず，期待される応答と異なる発話をする可能性がある。 

 

1.4 本研究の目的と方略 

本研究では，①「よ」と「ね」の発話連鎖効力の違いを，大量の自然発話データに基づいて検証すること，

②「よ」文／「ね」文に対する応答の多様性 (＝「よ」「ね」の発話連鎖効力の理解) と ASD傾向の関係を明

らかにすることを目的とした。日本語を母語とする ASD 者の公開コーパスはまだ存在しないため，CEJC と，

その話者の ASD 傾向に関わる心理指標得点のデータを活用した。終助詞「よ」「ね」の発話連鎖効力の違い，

つまり，「よ」文／「ね」文に後続する応答の多様性の違いを定量的に検証するために，本研究では「よ」

文／「ね」文に対する応答のエントロピーを算出した。エントロピーはばらつき，乱雑さを測る尺度であり，

エントロピーが高いということは，応答の多様性が高いことを表す。 

 

1.5 予測 

まず，終助詞そのものの性質として，「ね」文に対しては，「よ」文に比べて典型的な応答 (「うん」「そう

だね」等) が後続する場合が多いと考えられる。したがって，「ね」文への応答のエントロピーは，「よ」文

への応答のエントロピーに比べて低いと予測する。また，先行研究から，ASD 者の終助詞使用・理解の特

徴は TD 者とは異なることが知られており，終助詞がもつ発話連鎖効力の理解も TD 者と異なる可能性が考

えられる。さらに，ASD者は TD者に比べあいづちの産出頻度が少ないことが指摘されている (Wehrle et al., 

2024)。つまり，ASD 傾向が高い話者ほど，「ね」文に対して「うん」「そうだね」といったあいづち的な応

答ではなく，普通名詞から開始する発話のような，非典型的な応答を返す傾向にあると推測される。したが

って，ASD傾向の高い話者ほど，「ね」文に対する応答のエントロピーが高いと予測する。 

 

2. データ 

2.1 CEJC話者 60名の ASD傾向 
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CEJC の話者のうち 60 名に対し，成人 TD 者の ASD 傾向を測定する質問紙尺度である自閉症スペクトラ

ム指数 (Autism-Spectrum Quotient: AQ) (Baron-Cohen et al., 2001; 若林ほか, 2004) の得点を取得した (国立障害

者リハビリテーションセンター研究所 脳機能系障害研究部 高次脳機能障害研究室が担当)。AQは，「社会的

スキル (社会的スキルの乏しさ)」「注意の切り替え (強い注意の集中・注意の切り替えの不得意さ)」「細部へ

の関心 (細かい部分へのこだわり)」「コミュニケーション (コミュニケーションスキルの乏しさ)」「想像力 

(想像力の乏しさ)」の 5つの下位項目から成る。合計得点・下位項目得点ともに，得点が高いほど ASD傾向

が高いことを意味する。 

 

2.2 CEJC (2名会話) における「よ」文／「ね」文とその応答のペア 

「よ」文／「ね」文への応答のエントロピーを計算するため，CEJC の 2 名会話における「よ」文／「ね」

文とその応答のペア (「よ」文／「ね」文と応答の話者が異なるもの) を抽出した。その中から，応答の話者

が，AQ得点データのある話者 (20代～70代の TD話者，男性 16名，女性 15名) であるペアに絞り込んだと

ころ，「よ」文とその応答のペアは全 1,167 例，「ね」文とその応答のペアは全 2,064 例であった。なお，「よ

ね」で終わる例は「よ」文にも「ね」文にも含まれていない。 

 

3. 分析 1 

3.1 方法 

まず，「よ」文／「ね」文に対する応答の多様性を比較するため，「よ」文／「ね」文それぞれ 1,000 例に

基づく応答のエントロピーを比較した。「よ」文とその応答のペア全 1,167 例，「ね」文とその応答のペア全

2,064例から，それぞれ 1,000例をランダム抽出した。次に，「よ」文／「ね」文への応答の頻度が 10以上か

つ，異なり語数が 3 以上あった話者のみを対象に，抽出した 1,000 例に基づいて，「よ」「ね」に後続する短

単位 (語彙素レベル) のエントロピーを計算した。ある単語𝑤𝑡のエントロピーは下記の式で求められる 

(Willems et al., 2016) 。 

𝑒𝑛𝑡𝑟𝑜𝑝𝑦(𝑡) = −∑ 𝑃(𝑤𝑡+1|𝑤1, …,   𝑤𝑡)𝑙𝑜𝑔
𝑤𝑡+1∈𝑊

𝑃(𝑤𝑡+1|𝑤1, …,   𝑤𝑡) 

W: すべての語。 

P(wt+1|w1, …,   wt
) : 単語w1からwtまでが与えられたときに， wt+1が出現する確率。 

 

R version 4.3.2 (R Core Team, 2023) を用いて，「よ」文／「ね」文の応答のエントロピーの差を検定した。 

 

3.2 結果 

対応のある t 検定の結果，「よ」文／「ね」文への応答のエントロピーに有意な差は見られなかった 

(t(28)=-1.755, p=0.091)。これは予測とは異なる結果であった。 

 

表 1 「よ」文／「ね」文への応答のエントロピー 

終助詞 応答のエントロピーの平均値 応答のエントロピーの中央値 SD 

よ 7.417 5.412 5.470 

ね 8.439 7.736  5.453 
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4. 分析 2 

4.1 方法 

次に，「よ」「ね」の発話連鎖効力の違いを，ASD 傾向との関係を考慮して，より詳細に分析することを

試みた。まず，「よ」文とその応答のペア全 1,167 例，「ね」文とその応答のペア全 2,064 例に基づいて，「よ」

「ね」に後続する短単位 (語彙素レベル) のエントロピーを計算した。次に，R version 4.3.2，パッケージ

psych (Revelle, 2023) を用いて，AQの合計得点・下位項目得点との相関を分析した。本稿では，FDRによる

多重比較補正で有意だった結果のみ報告する。 

 

4.2 結果 

「ね」文への応答が 10 例以上あった話者 (n=29，うち男性 15 名) で，AQ「想像力」の得点と「ね」文へ

のエントロピーに正の相関がみられた (r=0.415, p=0.048) (図 2)。つまり，想像力を働かせるのが苦手な話者

ほど，「ね」文に対して多様な応答を返す傾向があった。一方で，「よ」文へのエントロピーと AQ 合計得

点・下位項目得点には有意な相関は見られなかった。 

 

 

図 2 AQ「想像力」の得点と「ね」文へのエントロピー 

 

5. 考察 

今回の分析からは，「よ」文／「ね」文への応答のエントロピーには，統計的に有意な差は見られなかっ

た。しかし，「ね」文への応答が 10 例以上あった話者 (n=29) で，AQ「想像力」の得点と「ね」文へのエン

トロピーに正の相関がみられた (r=0.415, p=0.048)。このことから，ASD傾向の高い話者と低い話者では，終

助詞「ね」の発話連鎖効力の理解が異なり，ASD 傾向の高い話者は「ね」で終わる発話に対して非典型的

な応答を返す場合が多いことが示唆される。ASD 傾向の高い話者は，話し手が「ね」文によって発話内容

を容認する「うん。」「そうだね。」等の応答を期待しているということを予測せず，「ね」文に対して非典型

的な発話を返す傾向にあると考えられる。 

 本研究では終助詞「よ」「ね」の付加された文に着目したが，ASD 者はそれ以外の言語表現に関しても，

相手の意図を理解したり，相手の言葉に適切に応答したりすることに非典型性を示すことがある (Kanner, 

1943; 綿巻,1997; Adams et al., 2002; 他)。ASD傾向の高い人は，他者の感覚・感情経験を ASD傾向の低い人

と同様に評定できる一方で，他者に意図があるかどうかについては，評定が低くなる傾向にある (Gray et al., 

2011)。これを「予測の障害」と関連付けて考えると，ASD 傾向の高い人は，「他者の意図」に着目し，そこ
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から次に起こること，起こるべきことを予測しない傾向があるのだと考えられる。日本語において，話者の

意図や情動情報の伝達には，文末が大きな役割を担う。このようなコミュニケーション体系において，ASD

者あるいは ASD 傾向の高い話者は，相手の伝達の意図を発話末の情報から読み取ることが困難であり，結

果として期待される応答と異なる反応をし，コミュニケーション上の困難に繋がっている可能性が考えられ

る。文末の要素が相手に特定の応答を指令するという現象は，日本語に限らず存在する。例えば，英語の付

加疑問文は，期待される応答を聞き手から引き出す機能を有している (Wei et al, 2023)。本研究で見出された

発話連鎖効力の理解と ASD 傾向の関係が遍言語的なものであるかを検証するため，他の言語での分析を今

後の課題としたい。 

また，今回の分析で明らかになった傾向は，診断のある ASD 当事者ではより顕著になる可能性がある。

今後の展望として，診断のある ASD 当事者のデータも含めた上で，ASD 診断およびスクリーニングの客観

化・簡易化に資することを目的とし，機械学習を用いて話者の ASD 傾向を応答のエントロピーから予測す

る研究を進める計画である。 
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